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(百万円未満切捨て)

１．2022年３月期第１四半期の連結業績（2021年４月１日～2021年６月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年３月期第１四半期 29,694 5.4 1,555 100.5 1,670 58.2 1,114 50.1

2021年３月期第１四半期 28,159 △5.9 775 △56.2 1,055 △42.8 742 △40.1
(注) 包括利益 2022年３月期第１四半期 1,064百万円(△10.7％) 2021年３月期第１四半期 1,192百万円( 17.8％)
　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2022年３月期第１四半期 31.41 －

2021年３月期第１四半期 20.84 －

　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2022年３月期第１四半期 101,094 74,113 72.8

2021年３月期 102,180 73,878 71.8
(参考) 自己資本 2022年３月期第１四半期 73,618百万円 2021年３月期 73,386百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年３月期 － 15.00 － 15.00 30.00

2022年３月期 －

2022年３月期(予想) 19.00 － 19.00 38.00
(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

　

３．2022年３月期の連結業績予想（2021年４月１日～2022年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 123,160 4.4 7,732 6.0 8,067 0.2 5,315 △3.0 150.97
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無
　

　　



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

　 (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

新規 ― 社（社名） 、除外 ― 社（社名）
　

　

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無
　

　

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(注) 詳細は、添付資料Ｐ．８「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項
（会計方針の変更）」をご覧ください。

　

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2022年３月期１Ｑ 36,041,346株 2021年３月期 36,041,346株

② 期末自己株式数 2022年３月期１Ｑ 624,555株 2021年３月期 503,239株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2022年３月期１Ｑ 35,473,868株 2021年３月期１Ｑ 35,600,016株
　

　

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると

判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業
績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあた
っての注意事項等については、添付資料Ｐ．３「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの
将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

国の社会保障制度改革により、超高齢社会の医療・介護ニーズに合わせたサービス提供体制の再構築、地域包

括システムの構築、在宅サービスの充実等が段階的に進められており、医療・介護業界は大きな転換期を迎えて

おります。

また、今般の新型コロナウイルス感染拡大は、社会や人々の生活にさまざまな変化をもたらし、当社グループ

の経営環境及び事業環境にも大きな影響を及ぼしております。

当社グループにおきましては「清潔と健康」に関わるサービス事業者として、感染防止の対策を徹底しながら

事業を継続することで、社会的使命を果たすと共に、従業員やその家族の罹患防止・安全確保を行っておりま

す。

こうしたなか当社グループは、2021年５月17日に、2022年３月期から2025年３月期までの４ヵ年を計画期間と

する中期経営計画「Challenge for the new stage!」を公表いたしました。「社会の要請やお客様のニーズに応

えるために『続ける』」「経営環境の変化に対応し、さらなる成長につなげるために『変える』」「次世代につ

ながる新たな価値を生み出すために『創る』」という３つの基本方針に基づいた施策の実行により、持続的な成

長を実現できる新たなステージを目指すとともに、2025年３月期の連結数値目標として、売上高1,400億円、営

業利益95億円を掲げ、その達成に向けて努めてまいります。

当第１四半期連結累計期間における当社グループの経営成績につきましては、売上高29,694百万円（前年同四

半期比1,534百万円増、5.4％増）、営業利益1,555百万円（前年同四半期比780百万円増、100.5％増）、経常利

益1,670百万円（前年同四半期比614百万円増、58.2％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益1,114百万円

（前年同四半期比372百万円増、50.1％増）と前年同四半期比増収増益となりました。

[セグメント別状況]

① 健康生活サービス

新型コロナウイルスの感染状況は未だ収束がみられず、ホテル・旅館の稼働率低下による寝具・リネンサプ

ライ事業及びクリーニング設備製造事業への影響が継続している一方、シルバー事業の介護用品レンタルや、

病院関連事業の戦略商品である「入院セット」「ネクサージ」の売上が好調に推移し、前年同四半期比増収と

なりました。利益面につきましては、売上増加に伴う利益増に加え、前年同期は医療現場等で業務を行う従業

員に対する特別支援金支給があったことなどから、前年同四半期比大幅に増益となりました。

売上高 15,343百万円 (前年同四半期比 1,087百万円増、 7.6％増)

営業利益 1,169百万円 (前年同四半期比 445百万円増、 61.6％増)

② 調剤サービス

当期２店舗の出店により、140店舗の事業展開となりました。

前期に出店した７店舗を含む新店効果に加え、受診控えによる処方患者数減少からの回復が徐々に見られ処

方箋枚数が増加したこと、また、地域に密着したかかりつけ機能の強化等により技術料単価が上昇したことか

ら、前年同四半期比増収増益となりました。

売上高 11,037百万円 (前年同四半期比 342百万円増、 3.2％増)

営業利益 612百万円 (前年同四半期比 271百万円増、 79.5％増)

③ 環境サービス

感染症対策需要により病院清掃を中心としたビル清掃管理事業が引き続き順調に推移したことに加え、飲食

店等取引先の業況悪化による影響が続くリースキン事業においてもトイレ周り商品の売上が伸長したことなど

から、前年同四半期比増収となりました。利益面につきましては、売上増加に伴う利益増に加え、ビル清掃管

理事業の収益性が向上したことにより、前年同四半期比増益となりました。

売上高 3,270百万円 (前年同四半期比 108百万円増、 3.4％増)

営業利益 317百万円 (前年同四半期比 89百万円増、 39.3％増)
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（２）財政状態に関する説明

(資産)

当第１四半期連結会計期間末の資産合計は、前連結会計年度末の102,180百万円から1,086百万円減少し、

101,094百万円となりました。これは、有価証券が268百万円、未収法人税等（流動資産「その他」）が254百万

円増加したものの、現金及び預金が984百万円、受取手形及び売掛金が499百万円、繰延税金資産が220百万円減

少したことが主な要因となっております。

(負債)

当第１四半期連結会計期間末の負債合計は、前連結会計年度末の28,302百万円から1,321百万円減少し、

26,980百万円となりました。これは、短期借入金が142百万円、預り金（流動負債「その他」）が832百万円、繰

延税金負債が169百万円増加したものの、未払法人税等が1,232百万円、賞与引当金が1,023百万円、未払費用

（流動負債「その他」）が180百万円減少したことが主な要因となっております。

(純資産)

当第１四半期連結会計期間末の純資産合計は、前連結会計年度末の73,878百万円から235百万円増加し、

74,113百万円となりました。これは、配当金の支払いによる減少が533百万円、自己株式の取得による減少が295

百万円あったものの、親会社株主に帰属する四半期純利益1,114百万円を計上したことが要因となっておりま

す。

この結果、自己資本比率は72.8%(前連結会計年度末比1.0%増）となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

現段階で入手可能な資料に基づき2022年３月期通期の連結業績予想を検討した結果、2021年５月７日公表の連

結業績予想を踏襲いたします。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2021年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 35,148 34,163

受取手形及び売掛金 17,078 16,578

有価証券 93 362

棚卸資産 5,646 5,577

その他 838 1,606

貸倒引当金 △35 △34

流動資産合計 58,769 58,255

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 10,997 10,884

機械装置及び運搬具（純額） 4,578 4,415

土地 11,443 11,443

その他（純額） 3,190 3,248

有形固定資産合計 30,209 29,993

無形固定資産

のれん 185 162

その他 1,332 1,335

無形固定資産合計 1,517 1,498

投資その他の資産

投資有価証券 6,476 6,401

繰延税金資産 1,303 1,083

その他 4,175 4,130

貸倒引当金 △270 △268

投資その他の資産合計 11,684 11,347

固定資産合計 43,411 42,839

資産合計 102,180 101,094
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2021年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 12,178 12,115

短期借入金 1,804 1,947

未払法人税等 1,370 138

賞与引当金 2,060 1,037

役員賞与引当金 75 20

その他 5,200 6,063

流動負債合計 22,689 21,321

固定負債

長期借入金 807 701

繰延税金負債 362 531

役員退職慰労引当金 502 472

退職給付に係る負債 2,010 2,056

その他 1,929 1,896

固定負債合計 5,612 5,658

負債合計 28,302 26,980

純資産の部

株主資本

資本金 8,108 8,108

資本剰余金 4,948 4,948

利益剰余金 59,643 60,224

自己株式 △1,164 △1,460

株主資本合計 71,535 71,821

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 1,900 1,843

退職給付に係る調整累計額 △48 △45

その他の包括利益累計額合計 1,851 1,797

非支配株主持分 491 495

純資産合計 73,878 74,113

負債純資産合計 102,180 101,094
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間

(自 2020年４月１日
　至 2020年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年６月30日)

売上高 28,159 29,694

売上原価 21,903 22,447

売上総利益 6,255 7,246

販売費及び一般管理費 5,479 5,690

営業利益 775 1,555

営業外収益

受取利息 5 4

受取配当金 49 50

助成金収入 66 36

保険解約返戻金 134 10

その他 41 47

営業外収益合計 296 149

営業外費用

支払利息 8 8

その他 8 27

営業外費用合計 16 35

経常利益 1,055 1,670

特別利益

固定資産売却益 0 0

特別利益合計 0 0

特別損失

固定資産除却損 3 2

災害による損失 － 4

店舗閉鎖損失引当金繰入額 － 1

特別損失合計 3 9

税金等調整前四半期純利益 1,053 1,661

法人税、住民税及び事業税 33 136

法人税等調整額 275 405

法人税等合計 308 542

四半期純利益 744 1,118

非支配株主に帰属する四半期純利益 2 4

親会社株主に帰属する四半期純利益 742 1,114
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四半期連結包括利益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間

(自 2020年４月１日
　至 2020年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年６月30日)

四半期純利益 744 1,118

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 447 △56

退職給付に係る調整額 0 2

その他の包括利益合計 448 △53

四半期包括利益 1,192 1,064

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 1,190 1,060

非支配株主に係る四半期包括利益 2 4
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（会計方針の変更）

（収益認識に関する会計基準等の適用）

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」とい

う。）等を当第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点

で、当該財又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することといたしました。

これにより、リベート等の顧客に支払われる対価について、従来、販売費及び一般管理費として処理する方法

によっておりましたが、取引価格から減額する方法に変更しております。

収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従って

おり、当第１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、当第１

四半期連結会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。ただ

し、収益認識会計基準第86項に定める方法を適用し、当第１四半期連結会計期間の期首より前までに従前の取扱

いに従ってほとんどすべての収益の額を認識した契約に、新たな会計方針を遡及適用しておりません。

この結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は３百万円減少し、販売費及び一般管理費は３百万円減少して

おります。営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与える影響はありません。また、利益剰余金の

当期首残高への影響もありません。

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号 2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を当第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計

基準」（企業会計基準第10号 2019年７月４日）第44-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準

等が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することといたしました。これにより四半期連結財務諸表に

与える影響はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間(自 2020年４月１日 至 2020年６月30日)

１ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント
その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)３

健康生活
サービス

調剤
サービス

環境
サービス

計

売上高

外部顧客への売上高 14,255 10,695 3,162 28,113 46 28,159 － 28,159

セグメント間の内部
売上高又は振替高

9 － 92 101 0 102 △102 －

計 14,265 10,695 3,254 28,214 47 28,261 △102 28,159

セグメント利益 723 341 228 1,293 5 1,298 △522 775

(注) １ 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、情報提供事業を含んでおります。

２ セグメント利益の調整額△522百万円には、セグメント間取引消去12百万円及び各報告セグメントに配分し

ていない全社費用△535百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管

理費であります。

３ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２ 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

特記すべき事項はありません。

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間(自 2021年４月１日 至 2021年６月30日)

１ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント
その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)３

健康生活
サービス

調剤
サービス

環境
サービス

計

売上高

外部顧客への売上高 15,343 11,037 3,270 29,651 42 29,694 － 29,694

セグメント間の内部
売上高又は振替高

9 － 93 103 0 104 △104 －

計 15,352 11,037 3,364 29,754 43 29,798 △104 29,694

セグメント利益又は損
失(△)

1,169 612 317 2,100 △3 2,096 △540 1,555

(注) １ 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、情報提供事業を含んでおります。

２ セグメント利益又は損失（△）の調整額△540百万円には、セグメント間取引消去1百万円及び各報告セグメ

ントに配分していない全社費用△541百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属

しない一般管理費であります。

３ セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２ 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

特記すべき事項はありません。

　


